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(百万円未満切捨て)

１．令和６年３月期第２四半期の連結業績（令和５年４月１日～令和５年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

６年３月期第２四半期 24,247 △3.0 610 △42.9 859 △34.6 526 △42.5

５年３月期第２四半期 24,987 15.2 1,069 － 1,312 － 916 －
(注) 包括利益 ６年３月期第２四半期 2,229百万円( 347.7％) ５年３月期第２四半期 498百万円( －％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

６年３月期第２四半期 41.45 －

５年３月期第２四半期 72.13 －
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

６年３月期第２四半期 72,521 26,563 32.2

５年３月期 70,742 24,543 30.4
(参考) 自己資本 ６年３月期第２四半期 23,359百万円 ５年３月期 21,471百万円
　

　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

５年３月期 － 0.00 － 12.00 12.00

６年３月期 － 0.00

６年３月期(予想) － 10.00 10.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

　

３．令和６年３月期の連結業績予想（令和５年４月１日～令和６年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 47,000 △5.7 1,200 △41.8 1,500 △38.3 1,100 △40.1 86.57
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
　

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無
　　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) ６年３月期２Ｑ 12,739,696株 ５年３月期 12,739,696株

② 期末自己株式数 ６年３月期２Ｑ 66,327株 ５年３月期 675株

③ 期中平均株式数（四半期累計） ６年３月期２Ｑ 12,705,916株 ５年３月期２Ｑ 12,701,879株
　
　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当た
っての注意事項等については、添付資料２ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想など
の将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明
当第２四半期連結累計期間における日本経済は、企業収益が改善しているものの、コロナ禍でのベントアップ需

要が一巡し、原材料やエネルギー価格の高止まりや円安による物価上昇等が続いていることから、持続的な回復へ

の移行には時間を要する状況にあります。

海外経済は、インフレ抑制政策により欧米の景気減速が懸念されるほか、中国は不動産市場の低迷などを背景に

景気は力強さを欠く状況が続いています。

この様な経済情勢の中で当社グループは、海運事業では北海道定期航路において、紙製品及び一般雑貨は減少と

なる一方で、商品車両はモーダルシフトへの切り替えが徐々に進み増加に転じました。しかし、燃料油価格は再上

昇していることから、減収・減益となりました。

近海航路では、中国をはじめ東南アジア諸国の経済の回復が減速傾向にあり、市況が好転していないことから、

減収・減益となりました。

ホテル事業においては、旅行支援制度が終了した後も来道客数、外国人入国者数がともに前年を上回り、コロナ

禍以前まで回復していることから、増収・増益となりました。

不動産事業においては順調に推移しております。

以上の結果、売上高が前年度に比べて７億４千万円減(3.0％減)の242億４千７百万円、営業利益が前年度に比べ

て４億５千９百万円減(42.9％減)の６億１千万円、経常利益が前年度に比べて４億５千３百万円減(34.6％減)の８

億５千９百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益が前年度に比べて３億８千９百万円減(42.5％減)の５億２千

６百万円となりました。

セグメントの状況は、以下のとおりであります。

(海運事業)

コロナ禍でのベントアップ需要が一巡し、経済は緩やかに回復している中で、北海道定期航路では商品車両は引

き続き堅調に推移したものの、物価上昇が止まらず、買い控えにより貨物全般の荷動きは停滞しました。また、燃

料油価格も再上昇したことから、減収・減益となりました。近海航路においては、中国経済の回復が遅れる中で支

配下船の見直し等を行ったものの、燃料油価格や傭船料は引き続き高く、運賃市況も好転していないことから、減

収・減益となりました。

これらの結果、売上高は前年度に比べて12億９千９百万円減（5.5％減）の222億６千９百万円、営業費用が前年

度に比べて５億７千７百万円減(2.6％減）の220億８百万円、営業利益は前年度に比べて７億２千１百万円減(73.5

％減)の２億６千万円となりました。

(ホテル事業)

旅行支援制度が終了した後も来道客数、外国人入国者数がともに前年を上回り、宿泊客数は増加、単価も維持で

きていることから、売上高は前年度に比べて５億２千１百万円増(75.5％増)の12億１千２百万円となり、営業費用

は前年度に比べて２億９千４百万円増(38.4％増)の10億６千２百万円、営業利益は前年度に比べて２億２千６百万

円増の１億５千万円となりました。

(不動産事業)

前年度と同様に順調に推移し、売上高は前年度に比べて６百万円減(1.9％減)の３億３千２百万円となり、営業費

用は前年度に比べて２千万円減(8.9％減)の２億７百万円、営業利益は前年度に比べて１千３百万円増(12.3％増)の

１億２千５百万円となりました。

（２）財政状態に関する説明
当第２四半期末の資産の残高は、投資有価証券などの投資その他の資産が増加したこと等により、前期末に比べ

て17億７千８百万円増加の725億２千１百万円となりました。

負債の残高は、支払手形及び買掛金が減少したこと等により、前期末に比べて２億４千１百万円減少の459億５千

７百万円、純資産の残高は、その他有価証券評価差額金が増加したこと等により、前期末に比べて20億２千万円増

加の265億６千３百万円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

令和５年５月12日の「令和５年３月期 決算短信〔日本基準〕(連結)」で公表いたしました通期の連結業績予想に変

更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(令和５年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(令和５年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 12,035,518 10,776,889

受取手形、売掛金及び契約資産 7,712,509 8,767,877

商品及び製品 44,677 38,449

原材料及び貯蔵品 444,527 380,516

仕掛品 4,750 12,308

未収入金 388,813 122,750

その他 797,733 1,233,123

貸倒引当金 △989 △1,010

流動資産合計 21,427,541 21,330,905

固定資産

有形固定資産

船舶 35,154,742 35,225,906

減価償却累計額 △17,203,425 △18,067,630

船舶（純額） 17,951,317 17,158,275

建物及び構築物 24,780,812 24,876,917

減価償却累計額 △18,929,423 △19,022,888

建物及び構築物（純額） 5,851,388 5,854,029

機械装置及び運搬具 11,516,682 11,603,577

減価償却累計額 △10,551,210 △10,524,147

機械装置及び運搬具（純額） 965,472 1,079,430

土地 10,157,320 10,167,570

リース資産 1,382,025 1,279,103

減価償却累計額 △873,861 △773,693

リース資産（純額） 508,163 505,409

建設仮勘定 402,265 651,673

その他 2,683,579 2,722,982

減価償却累計額 △2,302,557 △2,347,598

その他（純額） 381,022 375,383

有形固定資産合計 36,216,948 35,791,773

無形固定資産

借地権 1,028,388 1,028,388

ソフトウエア 67,453 135,034

のれん 64,018 56,016

その他 64,528 57,334

無形固定資産合計 1,224,388 1,276,773

投資その他の資産

投資有価証券 10,534,977 12,883,352

長期貸付金 2,867 2,357

繰延税金資産 446,245 358,965

保険積立金 478,715 465,985

その他 442,419 442,558

貸倒引当金 △34,422 △33,711

投資その他の資産合計 11,870,802 14,119,506

固定資産合計 49,312,140 51,188,054
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(単位：千円)

前連結会計年度
(令和５年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(令和５年９月30日)

繰延資産

社債発行費 3,225 2,063

繰延資産合計 3,225 2,063

資産合計 70,742,908 72,521,023

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 6,382,078 5,932,368

短期借入金 3,686,000 3,480,000

1年内返済予定の長期借入金 2,433,718 3,036,658

1年内期限到来予定のその他の固定負債 1,016,348 1,016,348

1年内償還予定の社債 300,000 80,000

リース債務 222,726 223,689

未払法人税等 586,547 264,529

賞与引当金 462,466 488,005

その他 1,569,301 1,663,739

流動負債合計 16,659,187 16,185,338

固定負債

社債 440,000 400,000

長期借入金 12,010,985 12,119,784

長期未払金 11,396,646 10,888,667

リース債務 385,355 375,303

繰延税金負債 1,899,046 2,506,069

役員退職慰労引当金 448,495 421,366

退職給付に係る負債 2,567,683 2,687,934

負ののれん 77,217 58,166

その他 314,589 314,589

固定負債合計 29,540,020 29,771,882

負債合計 46,199,208 45,957,220

純資産の部

株主資本

資本金 1,215,035 1,215,035

資本剰余金 1,279,986 1,281,078

利益剰余金 15,499,566 15,873,317

自己株式 △186 △44,994

株主資本合計 17,994,402 18,324,436

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 3,477,175 5,035,279

その他の包括利益累計額合計 3,477,175 5,035,279

非支配株主持分 3,072,122 3,204,086

純資産合計 24,543,700 26,563,802

負債純資産合計 70,742,908 72,521,023
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 令和４年４月１日
　至 令和４年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 令和５年４月１日
　至 令和５年９月30日)

売上高 24,987,457 24,247,226

売上原価 20,330,032 19,703,827

売上総利益 4,657,425 4,543,399

販売費及び一般管理費 3,588,156 3,933,257

営業利益 1,069,269 610,141

営業外収益

受取利息 62 106

受取配当金 188,649 206,720

助成金収入 50,955 20,538

負ののれん償却額 19,056 19,051

持分法による投資利益 9,092 7,540

受取保険金 8,485 12,144

その他 135,780 133,126

営業外収益合計 412,082 399,227

営業外費用

支払利息 133,336 137,016

その他 35,057 13,349

営業外費用合計 168,393 150,366

経常利益 1,312,958 859,002

特別利益

投資有価証券売却益 43,250 -

固定資産処分益 10,525 9,536

保険解約返戻金 62,913 1,005

特別利益合計 116,689 10,541

特別損失

固定資産処分損 270 191

投資有価証券評価損 3,151 70

その他 970 387

特別損失合計 4,392 649

税金等調整前四半期純利益 1,425,254 868,894

法人税、住民税及び事業税 452,136 273,210

法人税等調整額 △33,283 △20,258

法人税等合計 418,853 252,951

四半期純利益 1,006,401 615,943

非支配株主に帰属する四半期純利益 90,231 89,324

親会社株主に帰属する四半期純利益 916,170 526,619
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 令和４年４月１日
　至 令和４年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 令和５年４月１日
　至 令和５年９月30日)

四半期純利益 1,006,401 615,943

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △508,374 1,613,515

その他の包括利益合計 △508,374 1,613,515

四半期包括利益 498,026 2,229,458

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 412,363 2,084,723

非支配株主に係る四半期包括利益 85,663 144,735
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 令和４年４月１日
　至 令和４年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 令和５年４月１日
　至 令和５年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,425,254 868,894

減価償却費 1,489,339 1,495,081

株式報酬費用 22,620 6,123

のれん償却額 8,002 8,002

負ののれん償却額 △19,056 △19,051

貸倒引当金の増減額（△は減少） 855 △688

賞与引当金の増減額（△は減少） 12,122 25,539

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 12,274 △27,129

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 45,102 120,251

受取利息及び受取配当金 △188,711 △206,826

支払利息 133,336 137,016

固定資産処分損益（△は益） △10,254 △9,344

投資有価証券評価損益（△は益） 3,151 70

持分法による投資損益（△は益） △7,515 △6,040

売上債権の増減額（△は増加） △94,043 △1,012,660

棚卸資産の増減額（△は増加） △151,663 62,681

仕入債務の増減額（△は減少） △1,024,562 △267,330

未収還付消費税の増減額（△は増加） 13,209 274,398

その他 163,869 △587,192

小計 1,833,331 861,794

利息及び配当金の受取額 188,711 206,826

利息の支払額 △117,195 △134,311

法人税等の支払額 △162,440 △679,128

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,742,407 255,181

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △997,128 △840,565

有形固定資産の売却による収入 18,169 23,585

無形固定資産の取得による支出 △3,165 △87,746

投資有価証券の取得による支出 △12,459 △14,326

投資有価証券の売却及び償還による収入 103,335 -

その他 73,628 130,514

投資活動によるキャッシュ・フロー △817,619 △788,538
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(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 令和４年４月１日
　至 令和４年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 令和５年４月１日
　至 令和５年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 832,000 2,302,000

短期借入金の返済による支出 △495,000 △2,508,000

長期借入れによる収入 2,160,000 2,029,000

長期借入金の返済による支出 △1,224,742 △1,317,261

長期未払金の返済による支出 △431,419 △507,979

社債の償還による支出 △67,000 △260,000

リース債務の返済による支出 △134,233 △118,859

自己株式の取得による支出 △0 △68,212

配当金の支払額 △76,122 △151,092

非支配株主への配当金の支払額 △9,476 △12,770

財務活動によるキャッシュ・フロー 554,006 △613,175

現金及び現金同等物に係る換算差額 14,697 5,199

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,493,492 △1,141,333

現金及び現金同等物の期首残高 10,565,593 11,521,747

現金及び現金同等物の四半期末残高 12,059,085 10,380,414
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 令和４年４月１日 至 令和４年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント
その他

（注1）

調整額

（注2）

四半期連結損益

計算書計上額

（注3）海運事業 ホテル事業 不動産事業 計

売上高

外部顧客への売上高 23,447,280 683,350 290,639 24,421,270 566,187 － 24,987,457

セグメント間の内部

売上高又は振替高
122,231 7,662 48,681 178,575 － △178,575 －

計 23,569,512 691,013 339,320 24,599,846 566,187 △178,575 24,987,457

セグメント利益

又は損失（△）
982,845 △76,175 111,487 1,018,157 51,108 2 1,069,269

（注）1.その他の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、青果物卸事業を含んでおります。

2.調整額は、セグメント間取引消去によるものであります。

　 3.セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 令和５年４月１日 至 令和５年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント
その他

（注1）

調整額

（注2）

四半期連結損益

計算書計上額

（注3）海運事業 ホテル事業 不動産事業 計

売上高

外部顧客への売上高 22,144,819 1,206,512 288,469 23,639,800 607,426 － 24,247,226

セグメント間の内部

売上高又は振替高
124,966 6,350 44,377 175,695 10 △175,705 －

計 22,269,786 1,212,862 332,846 23,815,495 607,436 △175,705 24,247,226

セグメント利益
260,906 150,758 125,197 536,861 73,279 0 610,141

（注）1.その他の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、青果物卸事業を含んでおります。

2.調整額は、セグメント間取引消去によるものであります。

　 3.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。
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（収益認識関係）

前第２四半期連結累計期間（自 令和４年４月１日 至 令和４年９月30日）

(１)収益の分解

当社グループは、顧客との契約から生じる収益を顧客との契約に基づき、主要な財又はサービスのライン別に分解

しております。これらの売上収益とセグメント収益との関連は、以下のとおりです。

(単位：千円)

報告セグメント
その他
（注１）

合計
海運事業 ホテル事業 不動産事業

国内輸送 15,864,291 － － － 15,864,291

国内フェリー 1,932,173 － － － 1,932,173

国内貸船 740,386 － － － 740,386

国外輸送 1,285,267 － － － 1,285,267

港湾荷役 1,881,293 － － － 1,881,293

倉庫 842,517 － － － 842,517

その他海運サービス 901,351 － － － 901,351

ホテル業サービス － 578,807 － － 578,807

ホテル業物販 － 96,289 － － 96,289

　ホテル業その他サービス － 8,253 － － 8,253

不動産賃貸 － － 290,639 － 290,639

顧客との契約から生じる収益 23,447,280 683,350 － 566,187 24,696,818

その他の収益（注２） － － 290,639 － 290,639

外部顧客への売上高 23,447,280 683,350 290,639 566,187 24,987,457

(注)１．その他の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、青果物卸事業を含んでおります。
２．その他の収益は、企業会計基準第13号「リース取引に関する会計基準」に基づく不動産賃貸収入です。
３．グループ会社間の内部取引控除後の金額を表示しております。
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当第２四半期連結累計期間（自 令和５年４月１日 至 令和５年９月30日）

(１)収益の分解

当社グループは、顧客との契約から生じる収益を顧客との契約に基づき、主要な財又はサービスのライン別に分解

しております。これらの売上収益とセグメント収益との関連は、以下のとおりです。

(単位：千円)

報告セグメント
その他
（注１）

合計
海運事業 ホテル事業 不動産事業

国内輸送 15,099,660 － － － 15,099,660

国内フェリー 2,042,289 － － － 2,042,289

国内貸船 748,350 － － － 748,350

国外輸送 768,881 － － － 768,881

港湾荷役 1,730,051 － － － 1,730,051

倉庫 727,540 － － － 727,540

その他海運サービス 1,028,045 － － － 1,028,045

ホテル業サービス － 1,046,491 － － 1,046,491

ホテル業物販 － 137,360 － － 137,360

　ホテル業その他サービス － 22,659 － － 22,659

その他 － － － 607,426 607,426

顧客との契約から生じる収益 22,144,819 1,206,512 － 607,426 23,958,757

その他の収益（注２） － － 288,469 － 288,469

外部顧客への売上高 22,144,819 1,206,512 288,469 607,426 24,247,226

(注)１．その他の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、青果物卸事業を含んでおります。
２．その他の収益は、企業会計基準第13号「リース取引に関する会計基準」に基づく不動産賃貸収入です。
３．グループ会社間の内部取引控除後の金額を表示しております。

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。
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３．補足事項

（１）最近における四半期毎の業績の推移(連結)

　令和６年３月期

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

自 令和５年４月１日
至 令和５年６月30日

自 令和５年７月１日
至 令和５年９月30日

自 令和５年10月１日
至 令和５年12月31日

自 令和６年１月１日
至 令和６年３月31日

百万円 百万円 百万円 百万円

売上高 11,783 12,463

営業利益又は営業損失（△） △60 670

経常利益 147 711

税金等調整前四半期純利益 149 719

親会社株主に帰属する四半期純
利益

33 493

1 株当たり四半期純利益

円 円 円 円

2.63 38.89

百万円 百万円 百万円 百万円

総資産 71,049 72,521

純資産 25,454 26,563

　令和５年３月期

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

自 令和４年４月１日
至 令和４年６月30日

自 令和４年７月１日
至 令和４年９月30日

自 令和４年10月１日
至 令和４年12月31日

自 令和５年１月１日
至 令和５年３月31日

百万円 百万円 百万円 百万円

売上高 11,761 13,226 13,247 11,619

営業利益又は営業損失（△） 68 1,000 1,145 △154

経常利益又は経常損失（△） 259 1,053 1,221 △102

税金等調整前四半期純利益又は
税金等調整前四半期純損失
（△）

321 1,104 1,257 △9

親会社株主に帰属する四半期純
利益

124 792 847 71

1 株当たり四半期純利益

円 円 円 円

9.78 62.30 66.55 5.64

百万円 百万円 百万円 百万円

総資産 68,498 69,752 69,147 70,742

純資産 22,952 23,491 24,591 24,543

　


